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はじめに

グローバル化や情報化が進展し、少子高齢化が

進行するなど社会の急激な変化が進行している中、

予測困難な時代を切り拓く人材の育成が大学に期

待されている。

平成 24 年８月の中央教育審議会答申「新たな

未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～

生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学

へ～」１）では、予測困難な時代において高等教育

段階で培うことが求められる「学士力」を育むた

めに、学士課程教育における質的転換が必要であ

るとし、その方策の一つとしてアクティブ・ラー

ニングや反転授業といった双方向の授業による主

体的な学修の導入が挙げられた。

また、平成 28 年３月の中央教育審議会答申

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支

援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等

について」２）を受け、平成 29 年３月には幼小中

の学習指導要領等の改訂の告示が公示され、その

改訂において、主体的・対話的で深い学びの視点

からの学習過程の改善の方向性が示されている。

高等学校の学習指導要領の改訂の告示も平成 30

年度中に予定されており、アクティブ・ラーニン

グの視点からの授業改善は、小・中・高等学校か

ら大学まですべての教育において重要な課題とな

っている。

「教育相談」では、幼児理解や教育相談の理論

及び方法について、学生が理解し実践できるよう

になっていくことが求められる。そのためには、

講義だけでなく主体的な学修が必要となり、これ

まで授業にアクティブ・ラーニングを導入してき

た。実践を振り返るとともに、学生への質問紙調

査を通して、講義とアクティブ・ラーニングにつ

いて学生がどのように感じているかを把握してい

きたい。

目的

アクティブ・ラーニングを導入した「教育相

談」の授業の実践と、それに対する受講学生を対

象とした質問紙調査により、アクティブ・ラーニ

ングによる授業の可能性について検討する。

倫理的配慮

本研究では、学生に対する質問紙調査を実施し

ている。調査にあたっては、学校法人小池学園研

究倫理規程に基づき、あらかじめ研究テーマ、研

究の主旨、調査データの扱いや個人情報の保護に

関して質問紙に記載し説明を行った。参加、不参
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加は自由であり、不参加であることで不利益を被

ることがないことについても説明を行い、同意の

得られた学生を調査対象者とした。調査内容につ

いては、個人情報を保護するとともに、情報漏洩

の防止に十分配慮した。

アクティブ・ラーニングを取り入れた

「教育相談」

１．「教育相談」の位置づけと到達目標

「教育相談」は幼稚園教諭二種免許状取得のた

めの教職課程の授業科目として位置づけられてい

る。教員免許状施行規則に定められた科目区分に

おいては、教職に関する科目の生徒指導、教育相

談及び進路指導等に関する科目の「幼児理解の理

論及び方法」と「教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法」の

両方を含む科目として設計している。

このような位置づけから、授業の到達目標を次

のように設定した。

〔授業の到達目標〕

１　幼児理解についての知識を身につけ、考え方

や基礎的態度を理解する。

２　幼児理解の方法を具体的に理解する。

３　園における教育相談の意義と理論を理解す

る。

４　教育相談を進める際に必要な基礎的知識を理

解する。

５　教育相談の具体的な進め方やポイント、組織

的な取組みや連携の必要性を理解する。

２．「教育相談」の授業計画

「教育相談」では、授業の到達目標を達成する

授業内容として、各授業回に表１のとおりのテー

マを設定して授業計画を作成した。

３．シラバスにおける授業方法の記載

シラバスの〔授業方法〕の欄には次のように記

載し、受講学生にあらかじめ授業の方法を示した。

〔授業方法〕

講義により、子ども理解やカウンセリング理論

や教育相談の技術について学ぶとともに、ワーク、

ロールプレイによる体験的理解を行う。また、体

験を小グループで話し合ったり、発表したりする

ことで、体験の共通性と個別性についての理解を

はかっていく。さらに、事例の検討を行う。事例

について、さまざまな観点から検討し、クラス内

でディスカッションする形式での授業をすすめる。

表１　「教育相談」授業計画

回数 テーマ
第１回 子ども理解の意義とカウンセリングマインドの必要性
第２回 子どもの発達理解
第３回 子どもを理解する視点１：生活・遊び・学びと個と集団
第４回 子どもを理解する視点２：保護者と親子関係の理解
第５回 子どもを理解する方法
第６回 カウンセリングの基礎理論
第７回 コミュニケーション・スキル
第８回 カウンセリングの基本的な姿勢と技法１：受容技法、繰り返し技法、傾聴
第９回 カウンセリングの基本的な姿勢と技法２：明確化技法、支持技法、質問技法
第10回 園、地域における専門家との連携
第11回 事例による理解１：子ども同士のいざこざ／仲間に入れない子ども
第12回 事例による理解２：すぐに暴力を振るう子ども／登園渋り
第13回 事例による理解３：虐待やネグレクトが疑われる子ども／障害がある子ども
第14回 事例による理解４：保護者からの相談
第15回 保育者の専門性と相談活動

※平成29年度入学生　授業計画
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園における事例検討会（ケース・カンファレン

ス）に近い形式での授業を行う。

毎回の授業の最後にリアクション・ペーパーを

学生が記入、提出し、次の授業の初めに担当教員

から質問事項への回答、解説を行う。また、毎回

コメントを記入して返却するので、学修の参考に

してほしい。

第１回の授業で、シラバスに基づき授業方法に

ついて詳細に説明した。

４．各回の授業の構造と配付資料、記録用紙

授業の構造は、次のような枠組みとした。

＜授業開始時＞

①出席確認

②あいさつのワーク

本授業では、毎回の授業の開始時、終了時に

「挨拶のワーク」を実施した。受講学生が順番

に開始時１名、終了時１名、教室の前に出て、

ミニスピーチなどを行って挨拶の合図を行っ

た。

③前回授業の提出物の返却、家庭学習課題の回

収、授業資料の配付

授業における提出物にコメントをつけて返

却した。その際、受講学生全体に対して、質

問への回答及び提出物についての講評を行っ

た。合わせて、家庭学習課題の回収及び授業資

料の配付を行った。授業資料はその回の授業の

「STUDY GUIDE」とアクティブ・ラーニング

の各ワークについての記録用紙から構成され

た。それぞれに授業資料の内容については、授

業プログラムの進行との関連で、次の＜授業プ

ログラムの進行＞の中で説明する。

＜授業プログラムの進行＞

「STUDY GUIDE」にその回の＜テーマ＞とテ

キストの該当するページを記載しており、その内

容を確認した。授業の進行について＜授業プログ

ラム＞として記載した。各授業回における講義と

アクティブ・ラーニングの活動全体の流れを示

し、授業の進行状況を確認して学修できるよう工

夫した。「STUDY GUIDE」には講義の記録が記

せるように、記入欄を設定した。アクティブ・ラ

ーニングの活動についての記録用紙は、「STUDY 

GUIDE」とは別に配付した。

アクティブ・ラーニングの活動については、記

録用紙を作成し、活動のプロセスの記録を記入で

きるようにした。特にグループディスカッション

を行う際には、各テーマについて、ディスカッシ

ョン開始前に、各自が考えたこと、気づいたこと

の記録、ディスカッションの記録、ディスカッシ

ョン後の気づきの記録、グループでのディスカッ

ションを全体で報告する際に、他のグループの発

表から気づいたことの記録、全体の活動を通じて

の発見を記載できるようにした。記録用紙は授業

終了時に提出を求めることにより、各学生の参加

状況を把握するとともに、グループでの活動と各

学生の理解との関係について授業担当教員として

確認すると共に、取り組み方と理解の内容につい

てコメントを記載した。

＜授業終了時＞

①各授業回のテーマと実際の講義とアクティブ・

ラーニングの活動との関係の確認

②全体を通しての学生からの質問とそれに対して

の解説

③家庭学習についての説明

④リアクション・ペーパーへの学生の記入

リアクション・ペーパーは授業への質問、感

想、要望を自由記述で記載できる形式とした。

⑤次回の授業回の授業日時とテーマの確認

⑥あいさつのワーク

⑦授業内提出物の回収

「STUDY GUIDE」は授業の記録となり、学

生が家庭学習において復習をしたり、家庭学習

課題に取り組む際に使用することがあるので、

提出は求めず、学生が準備したファイルへの保

管を促した。アクティブ・ラーニングの活動記

録と、リアクション・ペーパーの提出を求め、

授業終了時に回収した。
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質問紙調査

１．調査対象者

A 短期大学幼児保育学科において、平成 30 年

度に「教育相談」を受講した２年生 62 名に対し

て第 14 回目の授業の終了時に、質問紙調査を行

った。研究の主旨等を説明し、同意が得られた

44 名が調査に協力した。受講者の 71.0％が質問

紙調査に応じた。

２．質問紙の構成

教育相談の授業で実施した 15 の授業場面を順

不同で配置し、「楽しく学べる」「理解しやすい」

「深く理解できる」「将来に役立つ」のそれぞれに

ついて、“とても当てはまる”、“当てはまる”も

のについて回答を求めた。

15 の授業場面のうち、ロールプレイ以外の体

験学習が５場面、ロールプレイが３場面、講義が

３場面、プレゼンテーションが２場面、グループ

ワークが２場面とした。ロールプレイは体験の中

から学ぶ体験学習といえるが、それ自体が対人関

係の要素が大きいので、対人関係の要素の薄い体

験学習と今回の調査では別に分けて扱った。

さらに、自由記述で「講義形式の授業の良いと

ころ」「講義形式の授業の良くないところ」「ア

クティブ・ラーニング形式の授業の良いところ」

「アクティブ・ラーニング形式の授業の良くない

ところ」について回答を求めた。その際に、講義

形式は「先生が説明して、学生がノートを取る形

式」、アクティブ・ラーニングは「講義形式以外

の授業。グループワークや発表、体験的な授業

等」を指すと操作的な定義を示し回答を求めた。

３．質問紙調査の結果

（１）授業場面の分類による授業への意識

講義、体験学習、ロールプレイ、プレゼンテー

ション、グループワークごとの、「楽しく学べる」

「理解しやすい」「深く理解できる」「将来に役立

つ」のそれぞれの意識について、“とても当ては

まる”“わりと当てはまる”との回答の割合は表

２のとおりである。

「楽しく学べる」について、“とても当てはま

る”“わりと当てはまる”の回答割合は、体験学

習、ロールプレイが高く、講義で最も低い。「理

解しやすい」ではロールプレイ、グループワー

クが高い。最も低いプレゼンテーションでも 50.0

％である。さらに、これに対して「深く理解で

きる」では、講義が最も高く 60％を超え、グル

ープワークが続いている。「将来に役立つ」では、

ロールプレイが最も高い割合を示しており、次い

でグループワークとなっている。

（２）講義形式の授業の良いところ

講義形式の授業で良いところについての自由記

述による回答の内容で、最も多かったのは、「自

表２　授業の分類による授業への意識

講義 体験学習 ロールプレイ プレゼンテーション グループワーク
と
て
も

当
て
は
ま
る

わ
り
と
当
て

は
ま
る

と
て
も
当
て

は
ま
る

わ
り
と
当
て

は
ま
る

と
て
も
当
て

は
ま
る

わ
り
と
当
て

は
ま
る

と
て
も
当
て

は
ま
る

わ
り
と
当
て

は
ま
る

と
て
も
当
て

は
ま
る

わ
り
と
当
て

は
ま
る

楽しく
学べる

9.8% 30.3% 29.5% 31.4% 27.2% 32.6% 18.2% 29.5% 17.0% 33.0%
40.1% 60.9% 59.8% 47.7% 50.0%

理解し
やすい

23.4% 31.8% 20.5% 33.2% 36.4% 25.8% 18.2% 31.8% 29.5% 29.5%
55.2% 53.7% 62.2% 50.0% 59.0%

深く理解
できる

22.0% 38.6% 20.9% 33.2% 18.9% 34.1% 12.5% 34.1% 20.5% 35.2%
60.6% 54.1% 53.0% 46.6% 55.7%

将来に
役立つ

17.4% 30.3% 10.5% 30.5% 31.8% 26.5% 13.6% 35.2% 27.2% 29.5%
47.7% 41.0% 58.3% 48.8% 56.7%
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分でわかりやすいようにノートにまとめられた」

「大事なところは自分でメモが取れる」「重要なポ

イントが押さえられる」などの、『ノートやメモ

が取りやすい』という内容で、９回答であった。

２番目に多かったのは「自分で集中できる」「集

中できる」「知らない知識を集中して学ぶことが

できる」の『集中できる』で６回答であった。次

に「専門的なお話を聞くことができる」「先生の

実践の話が聞ける」「しっかり聞けるので役に立

つ」などの『しっかり話が聞ける』で５回答で

あった。また、「わかりやすい」「理解しやすい」

「説明がわかりやすい」などの『わかりやすい』

も５回答であった。その他に『たくさんのことが

学べる』３回答、『質問しやすい』３回答、『自分

のペースで学べる』２回答、『他の人と関わらな

い』２回答であり、「席移動がない」「たのしい」

という回答も見られた。

このように、教員の方であらかじめ資料を準備

し、まとまりをもって説明する講義形式の授業

は、ノートが取りやすく、分かりやすいと感じら

れていた。また、効率的な学習が可能で『たくさ

んのことが学べる』と感じている学生もいた。ま

た、『自分のペースで学べる』『他の人と関わらな

い』という回答を行っている学生は、グループワ

ーク等を含む他者との関わりの中で学修を進める

アクティブ・ラーニングに苦手意識を持っている

ことが考えられる。

（３）講義形式の授業の良くないところ

講義形式の授業の良くないところについての自

由記述の回答の内容で最も多かったのは、「うる

さい人がいる」「話を聞かない人が出てくる」な

どの『おしゃべりなどの授業態度』の内容で９回

答であった。続いて講義形式の授業の良くない

ところは「特にない」「あまりない」などの『な

い』が８回答であった。『ねむくなる』が５回答、

「先生がずっとしゃべっているだけでつまらない」

「一方的になってしまう」などの『一方的』も４

回答あった。『集中が続かない』『ノートが取りに

くい』がそれぞれ３回答であり、『質問しにくい』

が２回答であった。

講義形式において、おしゃべりなどが発生しや

すく、集中力を保つことの難しさは、ねむくなる

ということにもつながっているといえる。また、

講義形式の授業への親和性が高い学生は、講義形

式の授業の良くないところは『ない』と回答して

いることにも注意する必要がある。

（４）アクティブ・ラーニング形式の授業の良い

ところ

アクティブ・ラーニング形式の授業の良いとこ

ろについての自由記述の回答の内容で最も多か

ったのは、「他の人の意見が聞けて、考えが広が

る」「自分の考えとは違う考えがわかる」「友だち

同士で考えたり意見を出し合って深めることがで

きる」などの『他者との学びによる広がりや深ま

り』の内容で 12 回答であった。続いて「楽しく

学べる」「楽しい」の『楽しい』で 10 回答であっ

た。「いろんな人とコミュニケーションがとれる」

「相談しながらできる」などの『他者との協力』

の内容も７回答あった。さらに、『経験からの学

び』が３回答、『一方的でない』２回答、『ねむく

ならない』２回答であった。

この回答の内容からは、学生がアクティブ・ラ

ーニングの授業の特徴を生かして、一人の学習や

講義形式の授業では得にくい他者との関係の中で

の学びを体験し、それをたのしいと感じているこ

とがわかる。

（５）アクティブ・ラーニング形式の授業の良く

ないところ

アクティブ・ラーニング形式の授業の良くない

ところについての自由記述の回答の内容で最も多

かったのは、アクティブ・ラーニングには良く

ないところは『ない』であり、10 回答であった。

「仲良くない人となったときはいや」「話したこと

のない人とはやりにくい」などの『グループメン

バーの構成』の８回答、「発言する人がいつも同

じ」「意見を出さない人がいる」「一人ひとり考え

るのが難しい」などの『グループでの学修の難し
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さ』が８回答であった。「疲れる」「移動が面倒」

など消極的な『疲れる、大変』が６回答であった。

『緊張、恥ずかしさ』の回答が２回答あった。

アクティブ・ラーニング形式の授業を肯定的に

受け止めている学生は、アクティブ・ラーニング

形式の授業の良くないところは『ない』と回答し

ている。A 短期大学では幼児保育学科というこ

とで、幼稚園教諭二種免許状、保育士資格の取得

のための教育課程が編成されている。卒業必修科

目、資格、免許状取得のための必修科目の授業に

占める割合が高い。これらの授業は、メンバーが

固定されたクラス単位で実施している。仲の良い

クラスメート、苦手な相手などの対人認識がすで

に出来上がっており、『グループメンバーの構成』

という回答が多かった。また、アクティブ・ラー

ニング形式の授業でグループワークを実施するこ

とが多くあった中で、『グループでの学修の難し

さ』の回答が多かった。また、講義形式の授業と

比較して、主体的な活動を求めることから、良く

ないところとして『疲れる、大変』との回答も見

られた。人前でのプレゼンテーションやあまり親

しくない人との活動について、苦手意識を持って

いる学生の中には『緊張、恥ずかしさ』の回答も

あった。

この結果を表３にまとめた。（  ）内に回答数

を示した。

考察

授業の分類による授業への意識の結果によると、

講義形式の授業は、「楽しく学べる」では“とて

も当てはまる”“わりと当てはまる”の割合が低

かった。講義形式の授業の良くないところについ

ての回答で、『おしゃべりなどの授業態度』 『ねむ

くなる』 『集中が続かない』の回答が見られたこ

とと合わせて、授業の教員から学生への一方向と

なりやすい講義形式の授業の特性が表れていると

いえる。つまり、講義形式の授業では受動的な受

講態度が形成されやすく、集中力が途切れるとお

しゃべりやねむくなるという状態に結びつきやす

くなる。

その一方で、授業の分類による授業への意識の

結果において「深く理解できる」は講義形式が最

も“とても当てはまる”“わりと当てはまる”の

割合が高く、「理解しやすい」についても比較的

高い割合を示している。講義形式の授業の良いと

ころの回答内容で、『ノートやメモが取りやすい』 

『集中できる』 『しっかり話が聞ける』 『わかりや

すい』の回答が見られたことと合わせると、講義

で教員の専門性からの授業を受け、それについて

ノートを取り家庭学習において振り返る学習のプ

ロセスに集中することで、深い理解にたどり着い

ていると感じていると考えられる。これは、アク

ティブ・ラーニング形式の授業の良くないところ

表３　授業の形態ごとの良いところ、良くないところ

講義形式授業 アクティブ・ラーニング形式授業

良
い
と
こ
ろ

ノートやメモが取りやすい（９）
集中できる（６）
しっかり話が聞ける（５）
わかりやすい（５）
たくさんのことが学べる（３）
質問しやすい（３）
その他

他者との学びによる広がりや深まり（12）
楽しい（10）
他者との協力（７）
経験からの学び（３）
その他

良
く
な
い
と
こ
ろ

おしゃべりなどの授業態度（９）
ない（８）
ねむくなる（５）
一方的（４）
集中が続かない（３）
ノートが取りにくい（３）
その他

ない（10）
グループメンバーの構成（８）
グループでの学修の難しさ（８）
疲れる、大変（６）
その他
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の回答で、『グループメンバーの構成』 『グループ

での学修の難しさ』の回答が多くみられることと

も関連している。学生は他者との協働学習を円滑

に進めることにエネルギーを要しており、その必

要があまりない講義形式の授業において、落ち着

いて深く理解できると感じていることが考えられ

る。

しかし、「将来に役立つ」では“とても当ては

まる”“わりと当てはまる”の割合が最も高いの

は、グループワーク、次がロールプレイになって

いる。「教育相談」では、事例についての検討を、

グループワークによって実施した。また、カウン

セリングの基本的な技法などの学習は、ロールプ

レイで実施した。これらの学習は、具体的に将来

に役立つことを学生が感じることができたといえ

る。アクティブ・ラーニング形式の授業の良いと

ころで、『他者との学びによる広がりや深まり』

が最も回答が多かったことも、事例検討のグルー

プワークにおいて、一人では考えつかないような

結論に到達することや、新しい発見をすることが

できたと考えられる。

「教育相談」の授業では、知識を伝達し、学生

が理解をできるようにしていくことは重要である。

一方で、卒業後、幼児教育や保育の現場で「教育

相談」の授業で学修したことを活用していく上で

は、教えられたことを覚えていくというスタイル

の学修で対応できない。一つの解答ではなく、い

ろいろな考え方やいくつもの正解があるというこ

とを実感していくためには、アクティブ・ラーニ

ング形式の授業が必要となる。

「教育相談」の授業をより充実させていくため

には、講義形式の授業が有効な内容と、アクティ

ブ・ラーニング形式の授業が有効な内容の見極め

を行うとともに、それを各回の授業にどう組み立

てていくかについて詳細に検討し、「あきる」「疲

れる」ということを防いでいきたい。また、アク

ティブ・ラーニングの中での学修のプロセス、理

解の深化を学生自身が記録し振り返れるようにす

ることが、学修による成果を蓄積していく上では

重要である。現在はテキストのほかに、STUDY 

GUIDE やアクティブ・ラーニングの活動の記録

用紙を配付し学生が個々に自分のファイルに保存

しているが、将来的にはワークブックとしてまと

めて、授業開始時に配付して活用していくことに

より、より成果の蓄積を確実に行っていきたい。

他者との関わりに対して苦手意識の強い学生は、

必ず一定数いるものと思われる。グループ構成や

活動の組み立てなどを工夫し、学修の場で対人関

係について少しでも自信をつけていくことが、幼

稚園などの幼児教育や保育に就労した際にも、役

立つと考えられる。
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